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概要

この資料に Command Line Interface （CLI）によってバージョン 5.5 から 6.x に伸縮性がある空
X 統合（ESXi） hypervisor をアップグレードする方法を記述されています。 ESXi は仮想化の顧
客が好む hypervisor の 1 つで、また仮想化された環境の上を動作するすべての Unified
Communication インフラストラクチャ、Sourcefire および他の複数のサーバを含む多重プラット
ホームのための Cisco によって優先 する hypervisor 行います。

前提条件

要件

次の項目に関する知識があることが推奨されます。

VMware ESXi hypervisor バージョン 5.5 が付いている Unified Computing System （UCS）●

ESXi hypervisor へのターミナルアクセス●

Java使用可能 な ブラウザの Cisco Integrated Management Controller （CIMC） Webページ
へのアクセス

●

使用するコンポーネント

このドキュメントの情報は、次のソフトウェアとハードウェアのバージョンに基づくものです。

Unified Computing System C460。●

ESXi hypervisor バージョン 5.5。●

Firefox ブラウザ。●

このドキュメントの情報は、特定のラボ環境にあるデバイスに基づいて作成されたものです。 こ
のドキュメントで使用するすべてのデバイスは、クリアな（デフォルト）設定で作業を開始して
います。 ネットワークが稼働中の場合は、コマンドが及ぼす潜在的な影響を十分に理解しておく
必要があります。



背景説明

VMware は一般のサポートの端および ESXi 5.5 のための技術的な指導の終わりのための死回線を
送達しました:

それは ESXi 6.0 および 6.5 に仮想化されたインフラストラクチャをアップグレードする好ましい
習慣です。

設定

CLI によるアップグレード プロセス:

ステップ 1.仮想マシン（VM）をアップグレードされるべき ESXi サーバのその実行シャットダウ
ンして下さい。

ステップ 2.メンテナンス モードに ESXi サーバを置いて下さい。 これは hypervisor がサーバが
実行し、アップグレードするようにする重要なサービスを消すのを助けます。

vSphere クライアントを使用できます:



 または CLI。 そうするために、コマンドを実行して下さい:

vim-cmd /hostsvc/maintenance_mode_enter

ステップ 3.発信 Hyper Text Transfer Protocol （HTTP）接続を許可する修正する ESXi ファイア
ウォール。

VMware サーバが実際のアップグレード ファイルのために問い合わせられるので、ESXi サーバ
からの HTTP 発信接続は許可する必要があります。 

vSphere クライアントを使用できます:



または CLI。 そうするために、コマンドを実行して下さい:

esxcli network firewall ruleset set -e true -r httpClient

ステップ 4.利用可能 な アップグレード バージョンのクエリ VMware サーバ。

使用されるどれが、これをすることを実行しますコマンドをこの場合すべてのアップグレード可
能なバージョンは判別するためにリストすることができます:

esxcli software sources profile list -d

https://hostupdate.vmware.com/software/VUM/PRODUCTION/main/vmw-depot-index.xml |

grep ESXi-6

これはすべてのアップグレード可能なバージョンをリストします。 非ツール バージョンはさもな
ければ、標準アップグレード バージョンが使用することができれば vmware ツールのアップグレ
ードが必要とならなければ選択できます。

ステップ 5.アップグレード プロセスをアップグレードし、開始するためにバージョンを選択して
下さい。

アップグレードするべきまさにそのバージョンが決定されれば、アップグレード プロセスはコマ
ンドで開始できます:

esxcli software profile update -d

https://hostupdate.vmware.com/software/VUM/PRODUCTION/main/vmw-depot-index.xml -p

ESXi-6.0.0-20170202001-standard

ステップ 6.サーバをリブートして下さい。

アップグレード プロセスが完了した後、新しい バージョンが実施されることができるようにサー
バの再度ブートするが必要となります。 コマンドを実行して下さい:

reboot

ステップ 7.終了メンテナンス モード。

ESXi ホストがオンライン、すべての VM オペレーションを回復するためにメンテナンス モード
から終了して下さい。

vSphere クライアントを使用できます:



または CLI。 そうするために、コマンドを実行して下さい:

vim-cmd /hostsvc/maintenance_mode_exit

確認

このセクションでは、設定が正常に機能していることを確認します。

アップグレードが正常に完了したことを確認するために、vSphere クライアントを使用できます
。 ESXi ホストおよび新しい バージョンへのナビゲートは上で見られる場合があります。 または
使用 CLI。 そうするために、コマンドを実行して下さい:

vmware -v

トラブルシューティング

現在のところ、この設定に関する特定のトラブルシューティング情報はありません。


	バージョン 5.5 からの 6.x へのアップグレード VMware ESXi。
	目次
	概要
	前提条件
	要件
	使用するコンポーネント

	背景説明
	設定
	確認
	トラブルシューティング


